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3. 含水率、炭素含有率、P/B 比、残存率の根拠 (実験値、文献調査) 

 

3-1. 含水率 

6 月 26 日に採取したサンプルを用いて含水率の測定(実測)を行った。実験値の含水率

88.2%は文献値 84.1%と比較し 4.9%高くなったが、実験値を二酸化炭素吸収量のパラメー

タとして用いた。 

 

【実験値】 

(方法) 

・6 月 26日に採取した 12 サンプルを 105℃、6時間乾燥することで、乾燥重量パーセント

を求めた(常圧加熱乾燥法)。含水率は、以下の式により求めた。 

 

  含水率% = 100 – (乾燥重量%) 

 

 12サンプルのサンプリング部位は、根元部分 5サンプル、中部 5サンプル、先端 2 サプ

ルである。それぞれについて含水率を測定した。 

 

(結果) 

 表 3-1に 12 サンプルの含水率測定結果を示した。 

部位ごとの平均を求めた結果、根元は 87.1%、中部 88.7%、先端は 89.9%であった。12サ

ンプル全平均は 88.2%であった。今回は、全平均である 88.2%を含水率実験値とした。 

 

  表 3-1 含水率測定結果 

 

 

 

 

 

 

       

含水率実験値 88.2% 

 

【文献調査】 

 含水率に関する文献調査を行った。三本菅は、マコンブの含水率について調査をしており、

日数が長くなるに従い、含水率が下がり 77.2%～89.2%(平均 83%)とされている 1)。同様に

検体 No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

サンプリングポイント

サンプリング部位 中部 先端 根元 中部 根元 中部 根元 中部 根元 先端 根元 中部

含水率(%) 89.2 86.9 85.9 89.3 88.9 89.3 86.6 90.6 89.3 92.7 84.8 84.9

部位平均(%) 根元平均 87.1 中部平均 88.7 先端平均 89.8 88.2%12サンプル平均(%)

A1 B1 B2 C1 C2 D1
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水木らも天然コンブの含水率(83%)が記載されているが、2年物マコンブと考えられるので

今回のホソメコンブ含水率としては使用できないとした 2)。   

奥尻町のホソメコンブは単年促成栽培であることから、他の文献探索を行った。北海道開

発局港湾空港部の「ブルーカーボンの定量化」3)には、多くのコンブの湿重乾重(%)の結果

を表で示している(表 3-2)。この表の中でホソメコンブ(単年藻)の例は、表に示された松山

らが調査した小樽市忍野の 1例のみであった 3)。松山らの文献には、1981 年 12月から 1982

年 6月まで乾燥重量(%)を測定しており、この文献を参考にした 4)。松山らの含意率測定デ

ータを表 3-3に示した。1月 20日 87.2%から 7 月 22日 83.0%まで含水率が減少しており、

今回は 6 月 26 日のサンプル採取であることより、計算により文献値含水率を 84.1%とし

た。 

      表 3-2 コンブの湿重乾重%  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-3　小樽忍野ホソメコンブ含水率
４)

年 月/日 乾燥重量率(%) 含水率(%)

1981 12月22日 15.8 84.2

1982 1月20日 12.8 87.2

1982 3月12日 13.0 87.0

1982 5月31日 14.7 85.3

1982 7月22日 17.0 83.0
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3-2 炭素含有率 

 

6 月 27 日に採取したサンプルを用いて炭素含有率の測定(実測)を行った。実験値 27.2%

の炭素含有率は文献値 28.6%と比較し 4.9%低くなったが、実験値を二酸化炭素吸収量のパ

ラメータとして用いた。 

 

【実験値】 

(方法) 

・分析は、富士通のグループ会社である富士通クオリティ・ラボ・環境センター株式会社に

て実施した。 

・6月 27日に採取したサンプルを 105℃で 6時間乾燥した。乾燥したサンプルは粉末化後、

これを分析サンプルとして供した。 

・炭素含有率は、肥料等試験法(2023)に記載されているニクロム酸酸化法による有機炭素定

量法を用いた。 

(結果) 

 表 3-4 に測定結果を示した。3 サンプルの平均は 27.2%であった。27.2%を炭素含有率と

した。 

     

 

           炭素含有率の実験値 27.2% 

 

【文献調査】 

北海道開発局港湾空港部の「ブルーカーボンの定量化」3)によると 表 3-5 のようにホソ

メコンブの炭素含有率についての記載がある。4サンプルの平均から炭素含有率 28.6%を文

献値とした。 

 

 

 

 

表3-4 炭素含有率測定結果

サンプル 試料の重さ(g) 滴定値(ml) 炭素含有率(%)

1 0.0509 5.60 24.8

2 0.0515 5.15 27.1

3 0.0514 4.70 29.8

平均 27.2
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     表 3-5 炭素含有量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 P/B 比 

 北海道開発局港湾空港部の「ブルーカーボンの定量化」3)の結果(表 3-6)からホソメコン

ブ(4サンプルの平均)から P/B 比(文献値)を 2.6 とした。 

 

 

      表 3-6 P/B のまとめ 
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3-4.  残存率 

 

 残存率は、以下の文献を参照した。 

 

・残存率 1 0.0472 

 Krause-Jensen ＆ Duarte, 2016, Substantial role of macroalgae in marine carbon 

sequestration, Nature Geoscience 

 

・残存率 2 0.0285 

 港湾空港技術研究所 未発表資料 

 

 

【まとめ】 

実験値(実測)、文献調査の結果、奥尻ホソメコンブの含水率、炭素含有率、P/B 比、残存

率を以下とした。 

 

 含水率 88.2%    (実験値) 

  炭素含有率 27.2%    (実験値) 

 P/B 比 2.6      (文献値) 

 残存率 1  0.0472    (文献値) 

 残存率 2  0.0285    (文献値) 
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